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は じ め に : 朱 鞠 内 湖 は 雨 竜 郡 幌 加 内 町 に 位 置 す る 集 水 域 面 積 3 1 2 .2 k m
2
， 湛 水 面 積 23.冗 m
2
の ダ 、ム 湖
(1943 年 竣 工 ) で あ る 。 集 水 域 の 植 生 は ほ と ん ど が 針 広 混 交 林 で ， ア カ エ ゾ マ ツ ， ト ド マ ツ ， ミ ズ ナ ラ ， ダ ケ
カ ン パ ， ハ ル ニ レ ， ヤ チ ダ モ な ど が 生 育 し て い る が ， 一 部 に は 畑 地 や 牧 草 地 も み ら れ る 。 本 研 究 で は ， 朱
鞠 内 湖 造 成 以 降 60 年 間 の 集 水 域 に お け る 植 生 変 化 を ， 花 粉 分 析 に よ り 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。
方 法 2003 年 に 湖 内 の 5 地 点 で 堆 積 物 を 採 取 し ， 鉛 お よ び セ シ ウ ム の 放 射 性 同 位 体 に よ る 年 代 測 定 を
お こ な っ た ( 吉 岡 ほ か ， 本 報 告 書 ) 。 こ の う ち 湖 央 部 の St. 2 で 採 取 さ れ た 深 度 1 6 c m ま で 、 の 堆 積 物 に つ い
て， 1 c m の 厚 さ で 16 試 料 に 切 り 分 け ， 高 原 ・谷 田 (2004 )の 方 法 に し た が っ て 花 粉 分 析 を お こ な っ た 。 S t. 3  
か ら 6 の 4 地 点 の 堆 積 物 に つ い て は ， 年 代 測 定 の 結 果 ， 鉛 直 方 向 に 撹 乱 さ れ て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た
た め ， 現 在 の 植 生 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 表 層 ( 深 度 Q - 1 c m )の 堆 積 物 に つ い て の み 花 粉 分 析 を お
こ な し 、 ， 地 点 間 の 花 粉 組 成 の 差 異 に つ い て 検 討 す る 材 料 と し た 。
結 果 と 考 察 S t. 2 堆 積 物 の 花 粉 分 析 結 果 を 図 1 に 示 す 。 全 層 準 を 通 じ て ， コ ナ ラ 直 属 (Quercus subg. 
Lepidobalanus; 高 木 花 粉 総 数 の 4 0 % ) ， カ バ ノ キ 属 (Be加 la; 2 0 % ) ， ハ ン ノ キ 属 (Alnus; 10 % ) が 多 く ， こ
れ に モ ミ 属 (Abies; 3 % )  ， ト ウ ヒ 属 (Picea; 3 % ) な ど の 針 葉 樹 花 粉 ， イ ネ 科 (Poaceae; 3  % ) な ど の 草 本 花 粉
を と も な う 花 粉 組 成 が 得 ら れ ， 深 度 に よ る 変 化 は ほ と ん ど み ら れ な か っ た 。 た だ し 深 度 1 3 c m 以 深 で は ，
カ バ ノ キ 属 の 出 現 率 が や や 低 く ， コ ナ ラ 亜 属 と ニ レ 属 / ケ ヤ キ 属 ( 印 m u s / Zelkova) の 出 現 率 が や や 高 い
傾 向 が あ っ た ほ か ， ワ ラ ビ 属 (Pteridium) 胞 子 の 出 現 が み ら れ た 。 ま た ， 深 度 1 2 c m 以 浅 が 粒 子 の 細 か い
黄 土 色 の 堆 積 物 だ 、っ た の に 対 し ， 深 度 1 3 c m 以 深 で は ， 木 片 や 植 物 質 の 残 澄 を 多 く 含 む 濃 褐 色 の 堆 積
物 で 、 あ っ た 。 深 度 13cm 以 深 は ， 朱 鞠 内 湖 の 湛 水 以 前 の 森 林 土 壌 で ， 花 粉 組 成 は 当 時 の 森 林 の 様 子 を
あ ら わ し て い る 可 能 性 が あ る 。 ま た 深 度 1 3 - 1 4 cm で ワ ラ ビ 属 胞 子 が 出 現 す る の は ， ダ ム の 造 成 時 に 森 林
が 伐 採 さ れ ， 林 冠 の な い ， あ る い は 疎 開 し た 立 地 が 一 時 的 に 増 え た こ と を 反 映 し て い る 可 能 性 が あ る 。
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図 1 .朱 鞠 内 湖 St. 2 堆 積 物 の 花 粉 分 析 結 果
各 分 類 群 の 出 現 率 は ， 高 木 (Tree) 花 粉 総 数 を 基 数 と し て 算 出 し た .
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朱鞠内湖湖底堆積物(St.2から6)表層の花粉組成は，出現する花粉分類群に大きな違いはないもの
の，その割合は地点ごとに若干異なった(図 2)。湖央部のSt.2では，湖内 5地点のうちで、もっともカバノ
キ属花粉が多かった(高木花粉総数の 24%)。三つの内湖が合流するSt.3では，イネ科(17%)やカヤツ
リグサ科(Cyperaceae;12%)などの草本花粉の割合がやや高かった。泥川河口のSt.4とブトカマベツ川|
河口のSt.5では，よく似た花粉組成が得られた。モシリウンナイ川河口のSt.6では，コナラ直属花粉が
64%と非常に高い割合を示した。これらの湖底堆積物表層の花粉組成は，朱鞠内湖集水域北端に位置
するクトンベツ湿原(KTB)堆積物表層の花粉組成(図 2;高原ほか，本報告書)に比べると，カバノキ属花
粉の割合が著しく低かった。また，泥川河口のSt.4とその上流部の泥川湿原で、は似かよった花粉組成が
得られたが，泥川湿原の UDA1ならびにUDA2地点(図 2;高原ほか，本報告書)の堆積物表層では，
試料採取地の周辺がアカエゾマツ林であることを反映して， トウヒ属花粉が10%以上の出現率を示したの
に対し，湖底堆積物で、はほとんど、出現しなかった。
Surface samples from Lake Shumarinai， Kutonbetsu moor and Dorokawa moor 
Analyst: N.Sasaki (lake) and T. Nomu日 (moor)
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図2.朱鞠内湖湖底堆積物表層ならびにクトンベツ湿原・泥川|湿原表層の花粉組成
各分類群の出現率は，高木(Tree)花粉総数を基数として算出した.
まとめ:湖央部で採取されたSt.2堆積物の花粉組成に変化がみられなかったことから，朱鞠内湖造成
以降の過去 60年間には，集水域全体としては大きな植生改変はなく，現在みられるような針広混交林を
主とする植生が広がっていたと考えられる。ただ、し，St. 6の堆積物表層では湖内の他地点に比べコナラ
E属花粉の割合が高いなど，地点によって堆積物表層の花粉組成に違いがあった。集水域内の植生の
空間分布を考慮して植生変化をとらえるためには，複数地点での花粉分析結果を総合的にみていく必要
がある。
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